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「いま自分がどこにいるのか」という空間認識は、動物の生存に重要な脳機
能です。海馬や嗅内野には、場所細胞や格子細胞など空間を表現する神経細
胞が多く存在し、これらの細胞群が空間認識の基盤だと考えられています。
しかし、こうした空間情報がどのような回路メカニズムで生成され、また、
生成された情報がどのように他領域に伝達されるかは良く分かっていません。
本セミナーでは、こうした課題に対する私たちの取り組みを紹介します。な
かでも、海馬の出力層にあたる海馬台が、さまざまな空間情報を下流領域に
分配するハブとして働くことを示した一連の研究を紹介します。
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